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注）本プレスリリースは、現地時間 2016 年 3月 1日にベルヘリコプター・テキストロンより発表したプレスリリースを日本語に翻

訳したものです。なお、本資料の正式言語は英語であり、その内容・解釈については英文プレスリリースが優先します。 

2016年 3月 2日 

ベルヘリコプター・テキストロン 

報道関係各位 

プレスリリース 

ベルヘリコプター、愛知県から「Bell 412EPI」を受注 

愛知県内の消防・災害救助活動に活用へ 

愛知県が現在使用している Bell 412EP。新たに納入される Bell 412EPIも同様の配色になる予定です。 

（2016年 3月 1日－米国ケンタッキー州ルイビル）ベルヘリコプター・テキストロン （NYSE: TXT） は本

日（米国時間 3月 1日）、愛知県から消防・災害救助用ヘリコプターとして、「Bell 412EPI」 1機を受注し

たことを発表しました。公共の任務に即した仕様を備えた本機体は、消防・災害救助活動に用いられる

予定です。 

ベルヘリコプター株式会社代表取締役社長のリチャード・ソーンリーは次のように述べています。「この

たびの Bell 412EPIの採用により、愛知県の防災対策能力はより一層強化され、市民生活の安心・安全

の確保に貢献できると確信しています。ベルヘリコプターでは、顧客価値を高め、機体のパフォーマン

スをさらに向上させるために、常に最新の技術に投資を続けています。従来機よりさらに機能性を高め

た EPIのプラットフォームは、先進的なフライトデッキを備え、馬力も強化されるなど、お客様の様々なニ

ーズに対応できるものです。過去 20年にもわたり弊社の Bell 412EPをご利用いただいてきた愛知県

に、再び Bell 412型の機体を採用いただけたことを大変嬉しく光栄に思っております。」

http://www.bellhelicopter.com/
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Bell 412 プラットフォームについては、カナダ沿岸警備隊から 7 機の Bell 412EPI を受注（2017 年納入
予定）するなど、世界中のお客様から引き続き、高い関心が寄せられています。また、最近では、フィリピ

ン国防省へ 8 機の Bell 412EP が納入されました。

さらに、ソーンリーは次のように述べています。「高い信頼性と汎用性を兼ね備えた Bell 412EPI は、過
酷な状況下においても任務遂行に力を発揮し、公共の任務にも最適な選択肢と言えます。これまでの

Bell 412 型と同様に、Bell 412 EPI も昨年、国土交通省航空局から型式証明を取得しており、本プラット
フォームへの関心は高まっています。また、退役が迫る陸上自衛隊多用途ヘリコプターUH-1J の後継機
となる UH-X は、Bell 412EPI の基本設計がベースとなります。」

Bell 412 プラットフォームを発展させた Bell 412EPI は、完全統合型グラスコクピットである Bell BasiX 

Pro の採用により、重要な飛行情報を一目で把握することができ、より優れた状況認識力と安全性を提
供します。Bell BasiX Pro システムは双発エンジン ヘリコプターの要件を満たすために特別に設計さ

れ、計器飛行方式（IFR）、カテゴリーA および JAROPS3 に準拠した運航に最適化されています。コック
ピットにはさらに高解像度デジタル地図、電子航空チャートおよびアプローチ プレート、ADS—B トラン
スポンダー、そしてオプションとして HTAWS および XM 衛星リンクの搭載が可能です。また、Bell 
412EPI は、BLR Strake および FastFin システムを搭載しています。これにより、エアフロー最適化のた
めのテールブームが調節され、ハンドリングや安全性、揚力が向上されました。最新型の Bell 412EPI

はさらに Pratt & Whitney PT6T-9 Twin Pac エンジンのパワーを取り入れ、標準型の Bell 412 と比べて
軸馬力を 15％増加させました。同機は、日本でサポートが提供されます。

ベルヘリコプターの日本法人であるベルヘリコプター株式会社は、日本の回転翼機市場への貢献を目

指した長期的な顧客・パートナーとの関係構築の推進を目的として、2014 年 1 月に設立されました。ベ
ルヘリコプターの東京オフィスは営業販売、マーケティング、販売後のアフターサービスの日本における

拠点であり、正規のサービスセンターとして富士重工業株式会社、中日本航空株式会社、朝日航洋株

式会社のサポートが得られます。

ベルヘリコプターについて 

テキストロンの完全子会社であるベルヘリコプターは、民間・公官庁および軍用の有人・無人の垂直離陸航空機を

製造する業界有数の企業で、革新的なティルトローター機のパイオニアです。ベルヘリコプターのワールドクラス

のカスタマーサービス、革新的な技術、そして高い品質は世界的に認められており、120 カ国以上でサービスを展
開しています。

テキストロンについて

テキストロンは、航空・防衛・工業・金融ビジネスの世界ネットワークを活用して、顧客に革新的なソリューションとサ 
ービスを提供する多業種企業です。テキストロンはベルヘリコプター、セスナ、ビーチクラフト、ホーカー、ヤコブセ

ン、カウテックス、ライカミング、E-Z-GO、グリーンリー、テキストロンシステムズ、TRU シミュレーション＋トレーニン
グ等の有力な事業によって、世界に知られています。詳しい情報については、www.textron.com をご覧ください。 

本リリース中の特定の記述は将来見通しに関する記述で、売上高予測、戦略の説明、目標、展望や、その他の歴史的ではない事実が含まれる場合があります。こ

れらの記述は、記述がなされた時点におけるもので、当社は将来見通しに関する記述を更新または修正する義務を負わないものとします。そうした記述は、既知お

よび未知のリスク、不確実性、その他の要因が伴い、実際の業績が将来見通しに関する記述によって、明示または黙示されたものと大きく異なる場合があります。 
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